
パラグアイ国もコロナ禍の中に
あります。コロナ対策をしてレダ

は、秋に向かい収穫が始まってい

ます。また花々も沢山咲いて綺麗

な時です。
しかし、雨が多いい時もあり、

蚊が大量に発生して人も動物も苦

労をします。そこはやはり南米で
す。

ハイビスカスが毎日花を咲かせ

ていますし、ブーゲンビリアはレ
ダを訪ねる人々を華やかに迎えて

くれます。恒例となったようにバ

ンレイシ（釈迦頭）、ポ

メイロ（グレープフルー
ツ）、レモンの実りです。

今年最初のセミナーが、コロナ
禍の中、3月開催予定が、延期と

なりました。

5月15日（土）に開催すること

が決まりました。なお、新型コロ
ナウイルスの感染状況により、日

時他の予定を変更す

る場合があります。

日時：5月15日（土）
10時受付、5時終了

予定

会場：国立オリンピッ
ク記念青少年総合セ

ンター センター棟

（小田急線参宮橋駅

徒歩7分。または渋
谷駅西口40番乗り場

よりバス、代々木5

丁目下車）
参加費：2000円（昼食を含む）当

日受付にて

参加を希望される方は、Ｆａｘま
たはメールにてお申し込みくださ

い。

●「レダと日本における植樹活

動」
共催団体の南北米福地開発協会

の講師も講座を担当します。
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[お知らせ] 2021年春期セミナーの日時変更です。上の案内をご覧ください。５月１５日（土）の予定です。

ハイビスカスが毎日花をさかせます

レモンが収穫できます

鈴なりのポメイロです

バンレイシ（釈迦頭） ブーゲンビリア

講師を担当する高津理事長



2021年2月10日

（下記は、2020年11月10日号のフォレス

トレターで既報）

菅政権が発足してから初めての

臨時国会が召集され、菅義偉首相

が所信表明演説を衆院本会議で行
いました。（10月26日）演説の目

玉としては2050年に国内の温室効

果ガス排出を実質ゼロにすると宣

言したのです。

日本の政府が明確に期限を示す

のは初めてのことだけに、各紙も

1面トップで「温室ガス『ゼロ』

で成長、所信表明、50年に実現

宣言」（読売）などと大きく報じ

ています。演説の中では「我が国

は2050年までに温室効果ガスの排

出を全体としてゼロ。すなわち20

50年カーボンニュートラル、脱炭

素社会の実現を目指すことを宣言

する」と力説しました。
●出発は1992年ブラジルでの

「地球サミット」から

1992年6月に開かれた地球サミッ

ト（国連環境開発会議）。ブラジ

ル・リオデジャネイロで世界の国

と機関から代表が参加し、温暖化

や森林破壊などの環境問題にどう

対処するか話し合われました。

これは環境問題の中ですごく大

きな節目となった会議で、この時

に「気候変動枠組条約」、いわゆ

る地球温暖化防止条約というのが

つくられました。

この「気候変動枠組条約」とい

うのが、今も続いている温暖化対

策の大きな枠組みですが、当時は

温暖化についてはっきりしないこ

とが多かったため、条約に書かれ

ていることはかなり概念的な話だ

けでした。

具体的に何を、いつまでに、ど
うしなければいけないということ

まで決めてありません。

●1997年に京都議定書で目標が

明確に

その「気候変動枠組条約」に基

づいて具体的なルールを決めたの

が「京都議定書」です。京都議定

書は2020年までの温暖化対策の目

標を定めたものです。京都議定書

には強制力があります。これは法

的拘束力といって、約束を守らな

ければなりません。その約束を守

る義務があるのが当時の先進国だ

けだったというのが大きな特徴で

す。
●2015年パリ協定が締結される

京都議定書が2020年までの温暖

化対策の目標を定めたもので、

「パリ協定」はそれをバトンタッ

チする形で2020年以降の目標を定

めています。パリ協定は、京都議

定書が先進国を義務の対象にして

いたのに対して、世界中の参加す

る国が温暖化対策をするというこ

とを約束しました。

パリ協定では各国が計画を立て

てこれだけ温室効果ガスを減らし

ますという目標

を提出すること

は義務です。た

だし、その目標
を達成すること

は義務とは書か

れていません。

米国が一時期、

パリ協定を離脱

すると宣言しま

したが、温暖化

防止条約には参

加しています。

●世界の温室効果ガスは増え続

けています。

今も、二酸化炭素排出量は、増

え続けています。特に伸びが大き

いのが中国、インドとなっていま

す。（2019年外務省からのデーター）

待ったなしの状況です。


